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の
取
扱
ふ
と
こ
ろ
ば
、
著
紫
自
ら
語
る 

と
こ
ろ
に
據
れ
ば'
古
代
人
の
地.中
海
制
覇'に
^ :
1>
;
て
#
等
が
享
愛
1>
た
德
々
の&
然
的
利
益
を
擧
げ
：芩

•

.

か
らK

レ.
ク
.
ザ
.
シ
ド
リ
.
ア
の
榖
物
.沿
^

至

：
る

船

舶

發

達

史

：上
：
の
：：顯

著

な

.
る諸事實を指：示ず：る'
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而して本書を一讀
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一

^
て
盧
ち
：に1

く̂
と
.：と
は
>
素
そ
本
書
：の
夫
半
ば
古
代
後
期
.に
始
'ま
る
謂
ゆ
る.

「

內
海
文
朋」

；：：成
立
過
楹>
殊
に
_

爲
の
地
中
海
に 

.

像

る

製

權

掌

握

忆

至

：る
經
緯
と
そ
の
諸
影
響
と
に
赵
て
：ら
れ
て
房
备

.の
で
#
芯
：が
"
こ
.:0
場
洽
：

へ
レ
メ
ポ
ン
ト
及
び
メ
ー

 
シ
ナ 

j 

の
ニ
海
峽
支
配
め
重
要
さ
に
、
：：特

.に
箸
者
が
そ
：の
童
點
を
置
い
喪
こ
と
：で
あ
為

5
^

右
の
:©
.

要
地
點
を
確
保
し
た
こ
と
£
菡
く
と
做
す
。.そ
し
て
細
馬
が
政
治̂

' 

り
の
穀
篇
給
が
海
賊.
に
よ
つ(

て
#

か
さ
れ
.
る
夂
と
：無
き
や
ぅ
に̂

■-
*
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れ
に
對
し
て
拂
つ
た
：こ
：と
は
ノ
茲
に
文
明
進
炭
>.

に
多
火
：な
影
響
を
與
人
る
所
以
と
.
な
<>

た
^

^

ふ
。
要
す
る
ぉ
羅
馬
の
：太̂̂

|
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も
：の
、
.
又
ぞ
れ
の
あ
ら
ゆ
る
方
而
に
於
け.る
影
響
の
孰
れ'も
、

1

,.

に
そ
の
海
上
支
配
確
保̂
恶
<

:
<:

と
を
力
說
ず
る
：こ
と
が
、
：本
書
に

於
け
る
著
者
.の
意
圆
で
：あ
：
.る
と
云
へ
：ょ
ぅ_。
：：；そ
し
て
又
、

「

文
明
の
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歩_は
.樣
々
の
民
族
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び
地
方

.' 

.-

..
 

.-
 

.
.
.
.
:
.

 

• 

.....

 

.

.

.

.

.

. 

•
•
. 

• 

.

. 

• 

- 

.

-1
-

.- 

' 

.
' 

.

:

ホ'
ラ
ダ
ド
，”
ォ
：ズ
著「

也
代
の
她
中.海J

:

 

.六
五
''C

八
四
七)

■.
 

■ 

. 

.

.

.
:
,
.

■

.

•

-

.

.

,
 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

. 

..• 

.

.

.

.

.

•
' 

.

.

. 

.

.

.

.

'

•

 

. 

■ 

■ 

. 

■

:

;

.
:'
.
:.
'

'

.

.

/

;

.

'■

.
 

: 

■ 

ノ 

.

!iパisl



.ホ
ラ
ン
r
ロ
オ
ズ
著

「

十m
<̂d
m
h*
^
j 

2ハ

(

ベ
四
、
ン

こ
と
甚
だ
大
で
あ
る
が
、
こ
の
交
換
は
海
^
よ
つ
て
最
も
よ
ぐ
行
は
れ
得
る
し
こ
と
を
、
薪
客
は
常
に
念
頭
に
.置
い
.で
ゐ
る
こ
と
も
、 

附
言
し
セ
置
か
ぅ。

-;;
-
. 

-
V 

^

本
書
の
最
初
の
章.に
は
、
航
海(O
'
發
達
を
助
成
す
る
に
與
つ.て
力
あ
つ
た
地
中
海
の
地
形
、
.
.潮
流
、：
沿
岸
に
於
け
る
天
奄
彻
の
所
也 

等
カ
指
掀
さ
れ

i
o
o

地
#
海
來
苟
に
於

5

で
十1-
3
'

代
人
^
し
て
こ
の
内
海
，に
活
動
ず
る
こ
と
を
餘
儀
な

■<
•せ
し
め
、
M
に
こ
f'
L
を
誘
つ
た 

も

&
ば
：
■ロ
オ
.ス
に
據
れ
ば
次.の
如
.き
條
fl
.、.
'即
ち(

v
t

〕

沿
岸
地
穷
.の
，比
較
的
不'̂
な
る
こ
と
、

(

1
,ー

)

，
と
.の
內
.海
.に 

る 

.こ
i
多
き
と
ど
、
-
ニ)

潮
流
：.の
#
し
か
ら
ざ
る
と
：今

(

殊
に
15
1
'月
.よ
り
十
过
に
が
け
，で.海
上
平
穩
な
る
^
と
は
橈
漕
を
發
達
达
し
め 

S

.，(

四

遂
|
4
1
^
の
西
北
風
七
シ1;
'
ア
：滞
岸
：の
北
方
潮
流
と
に
よ
：

0
'て
、.
-希
職
よ
り
タ
リ
ィ
ト
及
び
エ
デ
ブ
ト
に
至
り
、

M
に
シ
リ 

ア
、
分
イ
ブ
ラ
又
を
經
て
ス
：ポ
ラ
#
ス
：に
歸
るs
c航
海
が
：好
都
合
セ
あ
：つ
：た
こ
、と
、

(

五
.芝

^

豐
富
で
あ
る
に
反
し
て
、
貴
金
屬
、
錫
、
證
產
出
が
比
較
的
乏
；し
い
爲
め
、
'裝
身
具
、農
耕
具
、武
_

 

タ
ス
カ
ーI 

ィ
、
西
班
牙
北
西
部
、
ゴ
オ
シ
ゥ
'オ
：ル
#
.の
遠
隔
地
纪
航
海
し
館
易
ず
る
誘
因
が
形
成
せ
'ら
れ
、
從
.つ
て
ま
た
航
f

の
發
速
を
促
し 

た
こ
と
V
こ
れ
：.で
あ
る
o

.Q
:
l
l
.

)

d

の
最
後
に
揭
げ
た
狀
態
忆
就
.い
て
去
へ
ば
、
サ
.イ
ド
ン
及
び
タ
イ
ア
の
？

に
レ
バ
ノ
ン
山
胶 

の
存
在
す
る
こ
と
、
そ
し
て
大
木
伐
採
術
と
こ
れ
を
使
用
し
て
の
造
船
技
術
に
優
れ
て
居
た
こ
と
と
は
、

フ
，
一
一
シ
ア人
の

海

上

制

覇

 

を
可
能
な
ら
し
め
た
一
辱
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
そ
の
後
タ
イ
ア
及
び
サ
イ
ド
ン
の
衰
退
^

近
隣
諸
侯
の
背
面
地
領
有
に
‘よ
り
レ 

ハ
ノ
ン
u

r
及
び
へ
ル
モ
ン
山
か
ら
木
材
を
伐
出
す
こ
と
が
困
難
と
な
つ
た
こ
と
に
基
く
,

j

と
を
物
語
り
、
更
に
又
、
カ
ル
セ*<

ジ
JO 

海
權
の
獲
を
以
て
、
シ
、v
リ
イ
、
サ
ル
デ
ィ
：ニ
ア
、

コ
ル
シ
ア
の
.喪
失
に
よ
り
造
船
村
を
確
保
す
る
途
め
閉
さ
れ
た
こ
と
に
結
果
す 

る
も
の
と
袞
ふ
こ
と
が
出
來
な
い
で
あ
ら
ぅ
か
と
、
著
諧
は
暗
眾
し
て
居
る
0
9
2
0
, 

2
3
.
)

次

い

で

著

者

は

、

有

史

..
#

代

こ\
つ
て 

航
海
業
に
從
辦
し
た
ニ
主
要
拔
族
た
る
希
臘
人
及
び
フ
土 

-一；シ
ア
人
の
乾
藤
を
描
き
、
こ
の
こ
と
のS
J

つ
た
の
は
、
17
1
明
の
海
上
贸
品

.

.

.C5

li
e
態
か
ら
し
て
、
更
に
フ
夂
ー
ー
ダ
ア
人
が
遨
隔
地
.に
交
通
し
た
商
實
で
あ
、り
且
0:
朿
涕
と
西
洋
と
め
殆
ど
唯
：一
の
#
介
者
で
あ
；つ
た
こ 

と
，か
ら
し
て
，
當
然
の
■結

■
 
t

と
云
ふ
。
何
と
な
れ
ば
、
.希
職
は
、
.ガ
デ
ス
、
地

中

海

観

、
黑
海
に
至
る
フ
エ
；一
一
シ
ア
の
貿
总 

路C

に
位
©
し
、
_そ
の
國
土
の
癖
^
の
爲
め
；
ィ
ジ
ァ
ン
.海
諸
島
と
.の
交
易
に
依
倚
し
セ
居
.た
の
で
.あ
る
か
ら
。
し
か
も
こ
の
兩
衆
の 

爾
突
は
、
自

fi
l

M易
的
..沿
海
貿
易
組
織
と
'
獨
占
的
遠
隔
地
貿
易
組
織
と
の
對
立
と
觅
ら
れ
、
そ
の
抗
爭
は
、
，希
11
1
が
そ
の
植
最
を 

フ
.工1!

シ
ア
の
保
全
せ
.る
シ
シ
リ
ィ
.や
南
伊
太
利
»
て
：は
南
方
リ
.ビ
ナ
に
：擴
.張
す
る
に
伴
ひ
^
屁
ー
/&
激
化
し
.た
0
そ
：し
て
茲
に
於
い 

,

て
も
黑
海
‘に
'1
ず
る
諸
海
狹
、
.
.勝
に
ボ
ス
ポ1

フ
ス
と
へ
.レ
.ス
。ホ
ン
-ト
‘，の
茭
配
權
^
確
«
し
-た
希
職
が
、
黑
海
貿
易
を
制
握
し
得
た
の
で 

あ
■り

、
史
た
ぞ
の
搬
希
臘
人
の
内
爭
杧
乘
じ
た
フ
エ
.：
ー
フ
シ
ナ
办
：誘

寧

に

ょ

る

淡

斯

0
歐

羅

巴

侵

入̂:
、

右

の

海

峽

の

，
巧

み

な

'る
利
用
比 

栽
因
し
て
こ
れ
.5:
:;阻
此
す
る
と
と
が
出
來
た
し
、
；.こ
'の
サ
ラ
ミ
ス
.そ
の
他
ゆ
於
け
る
希
職
の
滕
利
は
11
.に
.
.そ
の
後
ア
.レ
グ
ザ
ン
ダ
ア
大 

王
：に
ょ
る
フ
-
ン1
シ
ア
海
權
の
壤
滅
迖
導
4
端
緖
と
^

^
 

.

■■
-
,
:波
斯
に
對
す.
る
輝
が
し
き
勝
利
の
後
、
地
中
海
朿
部
支
酤
上
好
個
-
の
位
置
を
占
め
る
希
臘
が
、
海
上
'
&
優
越
ぞ
長
き
紀
茸 

す
岑
こ
と
を
得̂

加
；つ
た.
理
fi
r

'
#:

け

：は

、

：本
«'

镞
三
章
め
％
^

て
求
^:
.ら
'
れ
.
を
0

そ
.
の
解
答̂

し
.て
擧
げ
ら
れ
る•
も
の
'
は

、
.希

臘

人

が
 

餘

：り

ぬ

黨

族

的

：で

あ

り

：

>

'
1國
民
と
じ
.
て
0;

團
結
が
容
易
で
な
か
つ̂
^

ぞ
脫
す
を
を
：得
な.か
0

た
#

職
に
次
い
で
、.
地
中
海
_の
支
酿
衝
を
雛
保
ず.る
が
^

.扣
€

が
>-
-
膂
者
は
、

そ
.の^:
如
ら
：地%

獬
ゆ
啟
_
'
る
ー
戰
乾#

4

_
た
'る
.
シ
#
^

'

佐
藏
す
る
,

源
：の
翁
か&

ぅ
ま
だ
地
电
爾’の
齡
部
钇
扼
ず
る
位
置̂

在
^

こ
と
か̂

し
セ
>
常
 

:.

作
で
來
た
K

m.
:

象
.に
就
：5

そ
一
ぢ
へ
ぽ
ギ
こ

:は
、
：
地|
-海
泰
赌
の-支
配
權
獲
得
を
結^ '

す
る
^

、

」

鼠

に

古

代.に
龄
い
亡
こ'の
ー
傷
ぞ
支0 £
免
^
^

* 

y 

r
. 

'

ガ
七 

' 

ン
穴
四
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ホ
ラ
シ
ド
r
,
ォ
ォ
著

「

杏
代
办
地
中
海」

、 

六

八

(

八
§

Q

支
齓
5:
葸
味3

だ
？
: ?77.)'

ラ
：H!

一：.シ
X
人

が

北

龃

霖

加

皆̂ 

こ
 ̂

理
出
に
出
づ
る
も
の
で
あ
つ
た
？
し
が
も
ガ
.ル
セ
ェ
：
ジ
人
：ゆ̂

の

み

を

保

持

：し
、
‘北
東

部

殊

忙

メ

：
タ
€
チ
.海

峽

ば#;
;

,人
の
ぶ
め
る
に
ま
：が
ぜ
て
居
た
0
'-
'
.
.
然
る
：に
£;
^̂

と
の
谓
の
海
^ :
權
制
握
に
劣
ら
我
る
戰
術
上
吃
軍
要
坶
點
な
の
.で
.あ
る
0
ど

^:
に

謂

ゆ

：
る

ポ
：：

エ

へ

最
 

セ

5

の
敗
北 

の
.；
一
 

因
は
胚
胎
し
、
：|そ
れ
は
又
.ヵ
ル
：セ
ェ
ジ
人
<0
:
シ

シ

ん

ィ

放

棄

の

契

機

を

|

ノ

幕

に

は

：
.ハ
ン
ー
ー
バ
ル
の
失
脚
の
原

I

る
も
の
で 

あ
<>
た
と
.ー25
:
は
ね
ば
^
ら

な

い

為^,
7
^
90\
-
7
0。
 

-
. 

' 

.

.第
四

章

及

び

第

：五
.章
は
、
：地
唞
海
西
部
.

苽
部
に
於
け
る
羅
馬
.0
/
亂

譽

.取
扱
ふ
0
:
:
:
羅

馬

楚

：薩

|

<

^

た
f

は

北

嚣

地
.方
へ
、

C

セ

及

び

東

方

の

そ

れ

ぞ

れ

の

地

方

，

そ
の
へ

f

を

た

'が
、
：
：
.嫌

ぬ

^
^

各
地
に
.於
け)

る

無

せ

し

紅

る

こ
.と
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